
 

        

 

 

巻頭言  校長  臼井浩一  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助けを求める力 

先日、『まいにちがたのしくなるおやくそく できる

かな？』（ダイヤモンド社）という本を見つけまし

た。関連するサイトの 1 ページを読んでいると「こ

まっていることをそうだんしてみよう」という項目

があり、次のようなステップが紹介されていまし

た。                     

① 困っていることを思い出してみよう 

② 自分で解決できることと、できないことに分けよう 

③ 自分で解決できることは、方法を考えてみよう 

④ 一人で解決するのが難しければ、おうちの人に話してみよう                 

“なるほど”と思いました。私たちは一人で最後ま

で頑張り抜くことが立派だと思いがちです。しか

し、本当は、自分でできる限り考え、それが難しい

ときは「教えてください。」「助けてください。」

と素直に言える力を持っているほうが、よりよい解

決につながることが少なくありません。 

聖書の中に会堂長ヤイロという人物が出てきま

す。彼は、娘が死にそうになった時、イエス様のと

ころへ行って助けを求めます。正に「自分では解決

できない」と判断し、イエス様に頼る選択をしたの

です。ところが、家へ向かう途中で娘が亡くなった

という知らせが届きます。誰もが間に合わなかった

と思いました。しかし、イエス様はそのまま家へ向

かわれました。そして、「タリタ・クム（少女よ、

起きなさい）」と語りかけられると、娘は起き上が

って歩き始めたのです。もしヤイロが自分だけで何

とかしようとしていたら、この奇跡を見ることはな

かったでしょう。 

本校が目指す三育教育も、一人で何でもできる優秀

な人を育てることではありません。 

 今年度も本校の一年生は、上級生に教えてもらい、

励まされ、助けられながら、一学期の学校生活を送り

ました。だから上級生になったらその経験から下級生

に自然と手を差し伸べることのできる上級生になって

くれると思います。助けてもらった経験は、やがて人

を助ける力へ成長していくのです。 

 私自身も同じです。現在、校長という立場ですが、

一人で学校を運営しているわけではありません。困っ

たときには系列校の校長先生方に相談したり、沖縄で

共に働く教職員一人ひとりに助けてもらっています。

他にも保護者会を中心とする保護者の皆様、教会や地

域の皆様にも支えていただいています。周りの方々に

助けていただいているから、今日の沖縄三育小学校が

あります。だから、私たち大人も「困ったから相談し

たよ。」「助けてもらったよ。」と話すことや助けて

あげることも大切だと思います。 

 夏休みには宿題があります。ぜひ今年の夏休みは

「自分で考えなさい。」だけではなく「これは自分で

できそう？」「難しかったら一緒に考えるよ。」と声

を掛けてあげてください。 

 私は、中一の次女が課題を持ってくるのですが数学

になると、かなり怪しくなります。（６月の中間休み

は参考書を買って一緒に勉強する事態に…）しかし、

「分からないから一緒に考えよう。」と机に向かう時

間は、親子にとって決して無駄ではないと思っていま

す。 

 今年の夏休みが、こどもたち一人ひとりにとって、

“自分で考える力”と“助けてくださいと言える勇

気”を育む豊かな時間にもなりますように、心よりお

祈りいたします。 

あなたの重荷を主にゆだねよ。主はあなたを支えてく

ださる。              詩編 ５５：２３ 

校訓 「だから、何事でも人々からしてほしいと 

望むことは、人々にもその通りにせよ。」 イエスさまのように 
認め合い、仕える子どもを目指して  



 
◇チャプレンコラム  

今月の聖書の言葉は、「何をするにも、人に対し

てではなく、主に対してするように、心から行いなさ

い。」（コロサイの信徒への手紙 3章 23 節）です。  

「時間を守る」というと、遅刻をしないことや約束の時

刻に間に合うことを思い浮かべるかもしれません。も

ちろん、それも大切なことです。しかし聖書は、その

先にある大切な心を教えています。 

それは、「人に見せるためではなく、神様にするよ

うに心から行う」ということです。朝の準備をするこ

と、授業に集中すること、友だちとの約束を守るこ

と。一つ一つの行動を大切にすることは、神様から

与えられた時間を大切にすることでもあります。そし

て、それは周りの人を大切にすることにもつながりま

す。イエス様は、いつも神様のみこころに従い、一つ

一つの出会いや出来事を大切にされました。私たち

もイエス様に導かれながら、神様からいただいた時

間を感謝して用い、心から行動する一人ひとりへと

成長していきたいと思います。           

鈴木 優人 

 

◇夏休みの動静について 

休業期間８月３日(月)～１４日(金) 

上記の期間、学校が休業期間となりますの

で、ご協力をお願い致します。夏休み期間中

のご連絡、ご相談については以下のところで

対応します。 

・098-935-5882（休業期間以外） 

 9：00～12：00 13：00～16：00 

・okisansho@gmail.com（休業期間中） 

・マチコミ お休み連絡へ（休業期間中） 

 

◇北中城村英語ストーリーコンテスト 

参加者募集（3～6 年生） 

 要項は７／１４にマチコミでお知らせ済みで 

す。参加希望される方は、担任までお知らせ

ください。 

◇教会出席のお勧め 

土曜日の安息日集会は夏休み中も毎週行われ

ています。是非教会に出席することをお勧めし

ます。どこかへ旅行するとき、旅行先の近くの

SDA教会や三育の学校は、歓迎してくださいま

す。夏休み中も「土曜日教会カード」を用いて

ください。 

 

 

◇夏休み期間について 

１学期終了 7 月 2１日（火） 

     夏休み 7 月２２日～8 月２７日 

２学期開始 ８月２8 日（金）通常登校 

 

◇持ち物の改定について 

靴下の色を改定します。 

靴下  

「制服着用行事は白ソックス通常時は紺、黒も可」

から 

「白ソックス廃止…（いつも黒、紺ソックス）」 

理由：白は汚れが目立つため 

今年度の改定は、年度末に実施した学校評価アンケ

ートでいただいたご提案を元にしています。 

全てのご提案、ご意見に応えられるわけではありま

せんが、毎年、必ず目を通して今後の学校運営に繋

げていきたいと思っていますので、今後もご理解、

ご協力をよろしくお願い致します。 

別紙には、これまでに改定となった持ち物と理由を

記載しています。ご確認ください。 

 

◇冬服注文書 

冬服の注文は８月２８日（金）が締め切りで

す。2 学期にご提出をお願いします。 

 

 

◇ 草刈りのお知らせ 
 ８月３０日（日）９：００～１０：３０ 

２学期の活動に向けて、学校の草刈りを行いま

す。お手伝いいただける方は、どうぞよろしくお

願い致します。 

 

 

◇授業参観について 

日時：202６年 9 月 1３日（日） 

8：15                      登校 

8：15～ 8：30   朝の会 

8：30～ 9：15   授業 

9：20～１０：２０    全体集会 

10：３0～１１：００    クラス懇談会 

※クラス懇談会以降は、各クラスで交流会や 

バザー準備などを行うことが可能です。 

※参観日当日のスクールバスの運行はあり 

ません。 

※9 月１４日（月）振替休日です。 

 

 


